
   令和２年度 年間授業計画  東京都立蒲田高等学校 

                                                                                                  

教科・科目 
保健体育・体育 

必修 
  単位 対象学年・組 １学年１・２・３・４・５・６組 

教  科  書 最新保健体育 大修館書店  教科担任 阿部 ・石渡 

１ 目   標 

 運動を通じ健康の維持・増進を図るとともに、生涯にわたる豊かなスポーツライフの基礎を培うことを目標と

する。 

 ２ 学習の到達目標 

   ①自ら運動する意欲を養う。 

   ②生涯にわたって積極的に運動に親しむ資質や能力を育成する。 

   ③基礎的な体力を高める。 

３ 学習内容と学習上の留意点 

                                                                                                  

 
 

単   元 
配当 

時間 
学  習  内  容 学  習  上  の  留  意  点 

一

学

期 

前

半 

・体力測定 

・陸上競技 

 

１８ 

・体力測定 

・短距離走（５０ｍ、１００

ｍ） 

・体力測定を実施することにより、生徒各自の

体力と健康状態を把握させる。 

・各種目で記録の向上を目指し努力する。 

後

半 
・水泳 

９ 

 
・クロール、平泳ぎ 

・基本技能を重視し､これを習得できるように

する。 

 

二

学

期 

前

半 

・水泳 

 

・バスケットボール 

２４ 

・長距離泳 

 

・ﾊﾟｽ､ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ､ｼｭｰﾄ､ﾐﾆｹﾞｰﾑ 

・無理なく長い距離を泳げるようにする。 

・基本技能を重視し､これを習得できるように

する。 

・バスケットボールは基本技能を修得できる

ようにする。 

後

半 

・サッカー 

・持久走 
２４ 

・ﾊﾟｽ､ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ、ｼｭｰﾄ､ｹﾞｰﾑ 

・ｽﾄﾛｰｸ、ｻｰﾌﾞ、ｹﾞｰﾑ 

・基本技能の習得とゲーム運営を目指す。 

・基本技能の習得を目指す。 

三

学

期 

 

・持久走 ３０ ・ペース走、長距離走 
・持久走は、正しい走り方を学び、段階的に継

続的に取り組む。 

４ 学習方法と生徒への注意 

 

 

 

 

 

 

５ 評価の観点・方法 

                                                                                                  

 

 

 

 

 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○  ○ ○ ○    

 

①最初の授業で、年間計画と授業に関する注意事項を提示する。 

②毎時間の授業に真面目に取り組み、基本技能の習得ができるようにする。 

③各学期共通課題を設定し、実技試験を実施し取り組み方を確認するとともに、各運動種目の理解度

を評価する。 

①毎時間の授業の取り組みについて評価する。（出席状況と授業に取り組む姿勢） 

②実技試験を行い各運動種目の理解度を評価する。 

③上記の①②について総合的に評価する。 



令和２年度 年間授業計画  東京都立蒲田高等学校 

                                                                                                  

教科・科目 
保健体育・体育 

必修 
  ３単位 対象学年・組 １学年１・２・３・４・５・６組 

教  科  書 最新保健体育 大修館書店  教科担任 叶井 ・岩切  

１ 目   標 

 運動を通じ健康の維持・増進を図るとともに、生涯にわたる豊かなスポーツライフの基礎を培うことを目標と

する。 

 ２ 学習の到達目標 

   ①自ら運動する意欲を養う。 

   ②生涯にわたって積極的に運動に親しむ資質や能力を育成する。 

   ③基礎的な体力を高める。 

３ 学習内容と学習上の留意点 

                                                                                                  

 
 

単   元 
配当 

時間 
学  習  内  容 学  習  上  の  留  意  点 

一

学

期 

前

半 

・体力測定 

・陸上競技 

 

１８ 

・体力測定 

・短距離走（５０ｍ）、 

走り幅跳 

・体力測定を実施することにより、生徒各自の

体力と健康状態を把握させる。 

・陸上競技は各種目で記録の向上を目指す。 

後

半 

・水泳 

 
９ ・クロール、平泳 

・水泳は速く泳ぐ技能と続けて長く泳ぐ技能

を高められるようにする。 

 

二

学

期 

前

半 

・水泳 

・ソフトボール 

・テニス 

 

２４ 

・長距離遠泳 

・ｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ､ﾄｽﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ、ｹﾞ

ｰﾑ 

・ストローク（フォア・バック） 

 スマッシュ、サーブ 

 

・ソフトボール、テニス共に基本技能を高め、

楽しくｹﾞｰﾑができるようにする。 

 

後

半 

・バスケットボール 

・バレーボール 

 

・持久走 

２４ 

・ﾊﾟｽ､ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ､ｼｭｰﾄ､ｹﾞｰﾑ 

・ｻｰﾌﾞ､ﾚｼｰﾌﾞ､ﾊﾟｽ､ﾄｽ､ｽﾊﾟｲ

ｸ､ｹﾞｰﾑ 

 

・バスケットボール、バレーボール共に、基本

技能を修得し、楽しくゲームができるようにす

る。 

 

三

学

期 

 

・持久走 ３０ 
・2000M～3000M中距離走 

 

・持久走は、正しい走り方を学び、段階的に継

続的に取り組む。 

 

４ 学習方法と生徒への注意 

 

 

 

 

 

 

５ 評価の観点・方法 

                                                                                                  

 

 

 

 

 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○  ○ ○ ○    

 

①最初の授業で、年間計画と授業に関する注意事項を提示する。 

②毎時間の授業に真面目に取り組み、基本技能の習得ができるようにする。 

③各学期共通課題を設定し、実技試験を実施し取り組み方を確認するとともに、各運動種目の理解度

を評価する。 

①毎時間の授業の取り組みについて評価する。（出席状況と授業に取り組む姿勢） 

②実技試験を行い各運動種目の理解度を評価する。 

③上記の①②について総合的に評価する。 



   令和２年度 年間授業計画  東京都立蒲田高等学校 

                                                                                                  

教科・科目 
保健体育・体育 

必修 
  ３単位 対象学年・組 ２学年１・２・３・４・５・６組 

教  科  書 最新保健体育 大修館書店  教科担任  岡崎  

１ 目   標 

 運動を通じ健康の維持・増進を図るとともに、生涯にわたる豊かなスポーツライフの基礎を培うことを目標と

する。 

 ２ 学習の到達目標 

   ①自ら運動する意欲を養う。 

   ②生涯にわたって積極的に運動に親しむ資質や能力を育成する。 

   ③基礎的な体力を高める。 

３ 学習内容と学習上の留意点 

                                                                                                  

 
 

単   元 
配当 

時間 
学  習  内  容 学  習  上  の  留  意  点 

一

学

期 

前

半 

・体力測定 

・陸上競技 
１８ 

・体力測定 

・短距離走（５０ｍ）、 

ﾊｰﾄﾞﾙ走、走り幅跳 

・体力測定を実施することにより、生徒各自の

体力と健康状態を把握させる。 

・陸上競技は各種目で記録の向上を目指し努

力する。 

後

半 

・バレーボール 

・バスケットボール 

・水泳 

９ 

・基本技能・ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・長距離遠泳 

・バレーボール・バスケットボールは基本技能

を高め、楽しくゲームができるようにする。 

二

学

期 

前

半 

・水泳 

・バスケットボール 

・バレーボール 

２４ 

・クロール、平泳ぎ 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・無理なく長い距離を泳げるようにする。 

・バレーボール・バスケットボールは基本技能

を高め、楽しくゲームができるようにする。 

後

半 

・ソフトボール 

・持久走 
２４ 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・ゲームの運営や審判などを各自が協力しな

がら進められるようにする。 

三

学

期 

 

・持久走 ３０ 
・ 3000M～4500M中距離

走 

・持久走は、正しい走り方を学び、段階的に継

続的に取り組ませる。 

４ 学習方法と生徒への注意 

 

 

 

 

 

 

５ 評価の観点・方法 

                                                                                                  

 

 

 

 

 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○  ○ ○ ○    

 

 

①最初の授業で、年間計画と授業に関する注意事項を提示する。 

②毎時間の授業に真面目に取り組み、基本技能の習得ができるようにする。 

③各学期共通課題を設定し、実技試験を実施し取り組み方を確認するとともに、各運動種目の理解度

を評価する。 

①毎時間の授業の取り組みについて評価する。（出席状況と授業に取り組む姿勢） 

②実技試験を行い各運動種目の理解度を評価する。 

③上記の①②について総合的に評価する。 



   令和２年度 年間授業計画  東京都立蒲田高等学校 

                                                                                                  

教科・科目 
保健体育・体育 

必修 
  ３単位 対象学年・組 ２学年１・２・３・４・５・６組 

教  科  書 最新保健体育 大修館書店  教科担任 叶井 ・岩切  

１ 目   標 

 運動を通じ健康の維持・増進を図るとともに、生涯にわたる豊かなスポーツライフの基礎を培うことを目標と

する。 

 ２ 学習の到達目標 

   ①自ら運動する意欲を養う。 

   ②生涯にわたって積極的に運動に親しむ資質や能力を育成する。 

   ③基礎的な体力を高める。 

３ 学習内容と学習上の留意点 

                                                                                                  

 
 

単   元 
配当 

時間 
学  習  内  容 学  習  上  の  留  意  点 

一

学

期 

前

半 

・体力測定 

・陸上競技 

 

１８ 

・体力測定 

・短距離走（５０ｍ）、 

走り幅跳 

・体力測定を実施することにより、生徒各自の

体力と健康状態を把握させる。 

・陸上競技は各種目で記録の向上を目指す。 

後

半 
・水泳 ９ 

・クロール、平泳 

・長距離遠泳 

・水泳は速く泳ぐ技能と続けて長く泳ぐ技能

を高められるようにする。 

 

二

学

期 

前

半 

・ソフトボール 

・テニス 

・水泳 

・ダンス 

２４ 

・ｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ､ﾄｽﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ、ｹﾞ

ｰﾑ 

・ストローク（フォア・バック） 

 スマッシュ、サーブ 

・創作ダンス 

・ソフトボール、テニス共に基本技能を高め、

楽しくｹﾞｰﾑができるようにする。 

・ダンスは他者を理解しながら自己を表現で

きるようにする。 

後

半 

・バスケットボール 

・バレーボール 

 

・持久走 

２４ 

・ﾊﾟｽ､ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ､ｼｭｰﾄ､ｹﾞｰﾑ 

・ｻｰﾌﾞ､ﾚｼｰﾌﾞ､ﾊﾟｽ､ﾄｽ､ｽﾊﾟｲ

ｸ､ｹﾞｰﾑ 

・バスケットボール、バレーボール共に、基本

技能を修得し、楽しくゲームができるようにす

る。 

三

学

期 

 

・持久走 ３０ 
・2000ｍ～3000ｍ中距離走 

 

・持久走は、正しい走り方を学び、段階的に継

続的に取り組む。 

４ 学習方法と生徒への注意 

 

 

 

 

 

 

５ 評価の観点・方法 

                                                                                                  

 

 

 

 

 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○  ○ ○ ○    

 

①最初の授業で、年間計画と授業に関する注意事項を提示する。 

②毎時間の授業に真面目に取り組み、基本技能の習得ができるようにする。 

③各学期共通課題を設定し、実技試験を実施し取り組み方を確認するとともに、各運動種目の理解度

を評価する。 

①毎時間の授業の取り組みについて評価する。（出席状況と授業に取り組む姿勢） 

②実技試験を行い各運動種目の理解度を評価する。 

③上記の①②について総合的に評価する。 



   令和２年度 年間授業計画  東京都立蒲田高等学校 

                                                                                                  

教科・科目 
保健体育・体育 

必修 
  ２単位 対象学年・組 ３学年１・２・３・４・５・６組 

教  科  書 最新保健体育 大修館書店  教科担任 阿部 ・岡崎 ・石渡 ・岩切  

１ 目   標 

 運動を通じ健康の維持・増進を図るとともに、生涯にわたる豊かなスポーツライフの基礎を培うことを目標と

する。 

 ２ 学習の到達目標 

   ①自ら運動する意欲を養う。 

   ②生涯にわたって積極的に運動に親しむ資質や能力を育成する。 

   ③基礎的な体力を高める。 

３ 学習内容と学習上の留意点 

                                                                                                  

 
 

単   元 
配当 

時間 
学  習  内  容 学  習  上  の  留  意  点 

一

学

期 

前

半 

・体力測定 

・陸上競技 
８ 

・体力測定 

・短距離走（５０ｍ）、 

ﾊｰﾄﾞﾙ走、走り幅跳 

・体力測定を実施することにより、生徒各自の

体力と健康状態を把握させる。 

・陸上競技は各種目で記録の向上を目指す。 

後

半 

・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ｻｯｶｰ 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

・卓球・ﾃﾆｽ・水泳 

１０ 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能を高め、協力してｹﾞｰﾑを運営できる

ようにする。 

・技能と体力を高める。 

二

学

期 

前

半 

・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ｻｯｶｰ 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

・卓球・ﾃﾆｽ・水泳 

１６ 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能を習得しｹﾞｰﾑを運営できるように

する。 

後

半 

・テニス 

・バドミントン 

・バスケ／バレー 

１６ 

・ゲーム運営 

・ゲーム運営 

・ゲーム運営 

・各自が協力してゲーム運営ができるように

する。 

三

学

期 

 ・テニス 

・バドミントン 

・バスケ／バレー 

２０ 

・ゲーム運営 

・ゲーム運営 

・ゲーム運営 

・各自が協力してゲーム運営ができるように

する。 

４ 学習方法と生徒への注意 

 

 

 

 

 

 

５ 評価の観点・方法 

                                                                                                  

 

 

 

 

 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○  ○ ○ ○    

 

 

①最初の授業で、年間計画と授業に関する注意事項を提示する。 

②毎時間の授業に真面目に取り組み、基本技能の習得ができるようにする。 

③各学期共通課題を設定し、実技試験を実施し取り組み方を確認するとともに、各運動種目の理解度

を評価する。 

①毎時間の授業の取り組みについて評価する。（出席状況と授業に取り組む姿勢） 

②実技試験を行い各運動種目の理解度を評価する。 

③上記の①②について総合的に評価する。 



   令和２年度 年間授業計画  東京都立蒲田高等学校 

                                                                                                  

教科・科目 
保健体育・体育 

必修選択 
  ２単位 対象学年・組 ３学年１・２・３・４・５・６組 

教  科  書 最新保健体育 大修館書店  教科担任 岡崎  

１ 目   標 

 運動を通じ健康の維持・増進を図るとともに、生涯にわたる豊かなスポーツライフの基礎を培うことを目標と

する。 

 ２ 学習の到達目標 

   ①自ら運動する意欲を養う。 

   ②生涯にわたって積極的に運動に親しむ資質や能力を育成する。 

   ③基礎的な体力を高める。 

３ 学習内容と学習上の留意点 

                                                                                                  

 
 

単   元 
配当 

時間 
学  習  内  容 学  習  上  の  留  意  点 

一

学

期 

前

半 

・体力測定 

・陸上競技 
８ 

・体力測定 

・短距離走（５０ｍ）、 

ﾊｰﾄﾞﾙ走、走り幅跳 

・体力測定を実施することにより、生徒各自

の体力と健康状態を把握させる。 

・陸上競技は各種目で記録の向上を目指す。 

後

半 

・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ｻｯｶｰ 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

・卓球・ﾃﾆｽ・水泳 

１０ 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能を高め、協力してｹﾞｰﾑを運営でき

るようにする。 

・技能と体力を高める。 

二

学

期 

前

半 

・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ｻｯｶｰ 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

・卓球・ﾃﾆｽ・水泳 

１６ 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能、ゲーム 

・基本技能を習得しｹﾞｰﾑを運営できるようにす

る。 

後

半 

・テニス 

・バドミントン 

・バスケ／バレー 

１６ 

・ゲーム運営 

・ゲーム運営 

・ゲーム運営 

・各自が協力してゲーム運営ができるようにす

る。 

三

学

期 

 ・テニス 

・バドミントン 

・バスケ／バレー 

２０ 

・ゲーム運営 

・ゲーム運営 

・ゲーム運営 

・各自が協力してゲーム運営ができるようにす

る。 

４ 学習方法と生徒への注意 

 

 

 

 

 

 

５ 評価の観点・方法 

                                                                                                  

 

 

 

 

 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○  ○ ○ ○    

 

①最初の授業で、年間計画と授業に関する注意事項を提示する。 

②毎時間の授業に真面目に取り組み、基本技能の習得ができるようにする。 

③各学期共通課題を設定し、実技試験を実施し取り組み方を確認するとともに、各運動種目の理解度

を評価する。 

①毎時間の授業の取り組みについて評価する。（出席状況と授業に取り組む姿勢） 

②実技試験を行い各運動種目の理解度を評価する。 

③上記の①②について総合的に評価する。 



   令和２年度 年間授業計画  東京都立蒲田高等学校 

                                                                                                  

教科・科目 
保健体育・保健 

必修 
  １単位 対象学年・組 １学年１・２・３・４・５・６組 

教  科  書 最新保健体育 大修館書店  教科担任  石渡 ・岩切  

１ 目   標 

 生徒自身の体験と照らし合わせながら、個人生活や社会生活における心身の健康や安全に関心を持ち、自ら健

康で安全な生活を実践できるような意欲を育てる。 

２ 学習の到達目標 

 心身の健康や安全に関する課題解決を目指し、適切な意志決定を行い、選択すべき行動を適切に判断できる力

を身に付ける。 

３ 学習内容と学習上の留意点 

 
 

単   元 
配当 

時間 
学  習  内  容 学  習  上  の  留  意  点 

一

学

期 

前

半 
現代社会と健康 ４ 

健康のとらえ方／生活習慣

病と日常の生活行動／喫煙

と健康 

 

・現代社会における健康の成立要因や条件を説

明できるようにし、日頃の生活に反映できるよ

うにする。 

・喫煙の自己他者への影響を説明できるように

し、誘惑への対応の仕方も学ぶ。 

後

半 
現代社会と健康 ５ 

飲酒と健康、薬物乱用と健康 

医薬品と健康 

 

・特に、薬物の社会問題、飲酒の未成年者への影

響、医薬品の正しい摂取の仕方を強調し、安易

な興味や勧誘で行動することがないよう指導

する。 

二

学

期 

前

半 
現代社会と健康 ８ 

感染症、エイズの予防 

 

・誰でもかかりうる感染症に対して、正しい知識

を持ち、よりよい適切な行動が選択できるよう

にする。 

後

半 
現代社会と健康 ８ 

ストレスへの対処、心身相関 

 

・心の働きと体の働きが相互に影響しあう関係

を理解し、ストレスや困難な状況に対して適切

に対処できるようにする。 

三

学

期 

 

現代社会と健康 １０ 
交通事故、応急手当 

 

・交通事故の要因を理解し、安全な交通社会を考

えられるようにする。 

・ケガや事故に遭遇したときに、基礎的な対処法

をとれるようにする 

４ 学習方法と生徒への注意 

 

 

 

 

 

 

５ 評価の観点・方法 

                                                                                                  

 

 

 

 

 

 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○  ○ ○ ○    

 

・毎時、教科書の内容で重要な部分を板書し、説明を加える。 

・板書内容に則ったテストを実施する。 

・次時にテストを返却し、答え合わせを兼ね、前回授業の復習を行う。 

・保健に関する新聞記事やインターネット・雑誌などの切り抜きの要点・感じたことをまとめたもの

を発表する。 

 

・毎時間の授業の取り組みについて評価する（出席状況、授業に取り組む姿勢、ノート記入状況、確

認テスト） 

・保健に関する身近なニュースに関心を持ち、その内容について正しく理解しているかを、発表から

採点する。 

 上記について総合的に評価する。 



令和２年度 年間授業計画  東京都立蒲田高等学校 

                                                                                                  

教科・科目 
保健体育・保健 

必修 
  単位 対象学年・組 ２学年１・２・３・４・５・６組 

教  科  書 最新保健体育 大修館書店  教科担任  叶井 ・岡崎 ・阿部  

１ 目   標 

 生徒自身の体験と照らし合わせながら、個人生活や社会生活における心身の健康や安全に関心を持ち、自ら健

康で安全な生活を実践できるような意欲を育てる。 

２ 学習の到達目標 

 心身の健康や安全に関する課題解決を目指し、適切な意志決定を行い、選択すべき行動を適切に判断できる力

を身に付ける。 

３ 学習内容と学習上の留意点 

 
 

単   元 
配当 

時間 
学  習  内  容 学  習  上  の  留  意  点 

一

学

期 

前半 現代社会と健康 ４ 

欲求と適応機制、 

心と体の関わり 

心の健康のために 

・ストレスの原因には様々なものがあることを

理解する。 

・自分なりのストレスの対処法を身に付けるこ

とが、精神の健康のために重要であることを理

解する。 

後半 現代社会と健康 ５ 
交通安全 

応急手当  

・我が国の交通事故の状況を知り、事故には、当

事者の行動や規範意識、周囲の環境などが関連

していることを理解する。特に、自転車のマナ

ーを身に付ける。 

二

学

期 

前半 生涯を通じる健康 ８ 

性への関心・欲求、性機能、 

妊娠出産と健康 

避妊法と人工妊娠中絶 

結婚生活と健康 

・思春期の心と身体を理解し、適切に行動できる

ようにする。また妊娠・出産についての正しい

知識を身につけ、生涯における健康について自

身の問題として捉えることができるようにす

る。 

後半 生涯を通じる健康 ８ 

加齢と健康 

保健サービス 

医療サービス 

・中高年期における健康問題について理解する。

また保健や医療のサービスについて理解し、健

康の維持増進に役立てられるようにする。 

三

学

期 

 

社会生活と健康 １０ 

大気汚染、水質汚濁、土壌汚

染 

環境と健康の対策 

 

・大気汚染、水質汚濁、土壌汚染は、どのように

起こり、どのように健康へ影響するかを理解

し、環境汚染の防止・改善への対策を身に付け

る。 

４ 学習方法と生徒への注意 

 

 

 

 

 

 

５ 評価の観点・方法 

                                                                                                  

 

 

 

 

 

 

６ カリキュラムマップ 

多文化・異

文化 

数学的技

能 

思考力・判

断力 

課題発見

力・解決力 

生涯学習

力 
表 現 力 

技能技術

力 
読 解 力 

鑑賞する

力 

資料活用

する技能 

  ○  ○ ○ ○    

 

・毎時、教科書の内容で重要な部分を板書し、説明を加える。 

・板書内容に則ったテストを実施する。 

・次時にテストを返却し、答え合わせを兼ね、前回授業の復習を行う。 

・保健に関する新聞記事やインターネット・雑誌などの切り抜きの要点・感じたことをまとめたもの

を発表する。 

 

・毎時間の授業の取り組みについて評価する（出席状況、授業に取り組む姿勢、ノート記入状況、確

認テスト） 

・保健に関する身近なニュースに関心を持ち、その内容について正しく理解しているかを、発表から

採点する。 

 上記について総合的に評価する。 


